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一斉にスタートする各チーム代表の小学生（第 1 走者） 

   
 

人 口 の う ご き 

平成２２年２月１日 

総人口   １０，２５１（－ １０） 

  男       ４，９０９（－  １） 

女       ５，３４２（－  ９） 

世帯数    ５，５２０（＋  ２） 

カッコ内は前月との比較      
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３月６・７日（土・日） ＬＣ杯小学生バレー大会   広報せとうち（２） 

～
瀬
久
井
東
・
清
水
地
区
が
優
勝
～ 

 

１
月
１０
日
、
第
３４
回
町

駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
、

１４
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
、

１０
区
間
約
２１
キ
ロ
を
タ
ス

キ
で
繋
ぎ
、
古
仁
屋
の
街
を

颯
爽
と
駆
け
抜
け
ま
し
た
。 

 

昨
年
よ
り
１
チ
ー
ム
増
え

た
今
年
の
大
会
は
、
例
年
よ

り
暖
か
な
日
差
し
の
中
で
行

わ
れ
、
応
援
す
る
観
客
に
は

嬉
し
い
が
選
手
に
は
厳
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

レ
ー
ス
序
盤
は
、
１
区
で

首
位
に
立
っ
た
鎮
西
チ
ー
ム

が
粘
り
の
走
り
を
見
せ
て
い

ま
し
た
が
、
徐
々
に
自
力
に

勝
る
「
高
丘
」、「
瀬
久
井
西
」、

「
瀬
久
井
東
・
清
水
」
の
３

チ
ー
ム
が
抜
け
出
し
、
最
後

は
、
最
終
１０
区
で
、
逃
げ
る

高
丘
チ
ー
ム
を
瀬
久
井
東
・

清
水
チ
ー
ム
が
か
わ
し
、
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。 

３
連
覇
を
目
指
し
た
瀬
久

井
西
チ
ー
ム
は
、
１０
区
で
区

間
１
位
の
走
り
を
見
せ
ま
し

た
が
、
追
い
上
げ
及
ば
ず
、

３
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

今
年
も
、
家
族
で
の
参
加

が
数
組
あ
り
、
親
子
間
、
兄

弟
姉
妹
間
で
の
タ
ス
キ
リ
レ

ー
が
見
ら
れ
、
観
客
か
ら
声

援
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

昨
年
か
ら
、
前
年
の
成
績

を
元
に
設
け
ら
れ
た
Ｂ
ク
ラ

ス
の
優
勝
は
、
１０
位
か
ら
４

位
へ
と
飛
躍
し
た
春
日
チ
ー

ム
が
果
た
し
ま
し
た
。 

躍
進
賞
は
、
前
年
よ
り
約

７
分
タ
イ
ム
を
縮
め
た
篠
川

チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

    【総合順位】 

順位 地区名 タイム 

１ 瀬久井東・清水 1:17:50 

２ 高    丘 1:18:27 

３ 瀬 久 井 西 1:20:40 

４ 春 日 1:23:39 

５ 大湊・須手・手安  1:23:46 

６ 実 久 1:24:30 

７ 宮 前 1:25:43 

８ 船 津 1:26:00 

９ 鎮 西 1:26:53 

10 松 江 1:27:11 

11 篠 川 1:28:11 

12 嘉 鉄 1:29:36 

13 油 井 1:31:08 

14 久 慈 1:34:41 
 

躍 進 賞 篠川 チーム 

新
春
恒
例
の
駅
伝
大
会 出発の合図を待つ第 1 走者 

トップでゴールする佐多選手 

子から親へ 高丘チーム 妹から姉へ 瀬久井東チーム 

上り坂を力走する選手達 

ラストスパート 優勝した瀬久井東・清水チーム 



広報せとうち（３）     消費者ホットライン     ０５７０－０６４－３７０ 
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～今年創立 80 周年を迎える古仁屋高校～ 

整然と熱気に満ちた授業風景 



３月６・７日（土・日） ＬＣ杯小学生バレー大会    広報せとうち（４） 

                          

    

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
補
助
金 

主
な
内
容
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助

金
（
生
活
保
護
世
帯
及
び
住
民

税
非
課
税
世
帯
対
象
）
１
９
９

６
万
３
千
円
、
Ｊ
―
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

整
備
費
５
８
４
万
７
千
円
、
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
納
税
申
告
シ
ス
テ

ム
）
導
入
費
３
６
０
万
８
千
円
、

節
子
地
区
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
用

重
機
車
両
購
入
費
（
ユ
ン
ボ
中

古
）
２
３
０
万
円
、
繰
上
償
還

に
よ
る
地
方
債
元
利
償
還
金
１

億
２
３
８
６
万
円
な
ど
を
追
加

す
る
と
と
も
に
給
与
改
定
に
よ

る
人
件
費
２
４
３
２
万
円
な
ど

を
減
額
す
る
も
の
で
す
。 

総
額
１
億
２
４
１
８
万
５
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

 

     

主
な
内
容
は
、
事
業
勘
定
で

は
、
保
険
給
付
費
９
１
２
６
万

円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
２
７

６
１
万
５
千
円
な
ど
。 

 
 

 

総
額
１
億
２
０
９
４
万
２
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
、

施
設
管
理
費
５
１
１
万
５
千
円

の
追
加
、
医
業
費
２
２
０
万
円

の
減
額
。 

総
額
２
９
１
万
５
千
円
を
追

加
し
ま
し
た
。 

    

主
な
内
容
は
、
せ
と
な
み
費

４
６
３
万
５
千
円
の
減
額
、
フ

ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
費
９
７
２
万
８

千
円
の
減
額
な
ど
で
す
。 

総
額
１
４
２
４
万
７
千
円
を

減
額
し
ま
し
た
。 

     

主
な
内
容
は
、
介
護
基
盤
緊

急
整
備
補
助
金
等
の
追
加
。 

 

総
額
２
９
１
９
万
５
千
円
を

追
加
し
ま
し
た
。 

    

主
な
内
容
は
、
給
与
改
定
に

よ
る
人
件
費
等
の
減
額
。 

総
額
６
５
０
万
６
千
円
を
減

額
し
ま
し
た
。 

     

歯
科
診
療
に
係
る
医
療
費
助

成
の
対
象
年
齢
が
現
行
の
４
歳

未
満
か
ら
６
歳
未
満
へ
拡
大
し

ま
し
た
。 

  

                    

第 4 回（12 月）定例会は、平成 21 年 12 月 11～17 日までの 7 日間の日程で開か

れ、補正予算議案 9 件、任命議案 1 件、条例改正議案など 2 件の計 12 件の議案を可決

しました。（主な議案の要旨は次のとおりです。） 

                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
６
号) 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

 

教
育
委
員
会
委
員
に 

上
田
敏
也
氏
を
同
意 

 

船
舶
交
通
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
） 

巡
回
診
療
施
設
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
条

例
の
一
部
改
正 

 
 

第
１
回
臨
時
会
が
、
１
月

13
日
に
開
催
さ
れ
、
契
約

議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し

た
。 

 

  

加
計
呂
麻
島
・
請
島
・
与

路
島
（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
活
用
）

を
含
む
町
内
全
域
で
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
大
容
量

通
信
）
接
続
が
可
能
と
な
る

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整

備
事
業
設
備
工
事
を
西
日

本
シ
ス
テ
ム
建
設
株
式
会

社
と
８
７
７
８
万
円
で
契

約
し
ま
し
た
。 

  



広報せとうち（５）    消費者ホットライン     ０５７０－０６４－３７０ 

 
 
 

 
第４回定例会では、８名の議員が町政全般に亘り、議論を交わしました。一部を 

要約して、紹介いたします。 
  なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。 

                          

 

 

 

議
員 

国
策
に
つ
い
て 

 
普
天
間
基
地
移
設
問
題
は
内

閣
で
も
足
並
み
が
揃
わ
ず
連
立

政
権
の
軸
足
を
揺
る
が
す
大
問

題
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
県

民
の
願
い
は
、
県
外
移
設
が
主
で

し
ょ
う
。
県
民
の
苦
痛
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
為
に
も
、
隣
県
で
あ

る
奄
美
郡
民
が
手
を
差
し
伸
べ

る
べ
き
で
は
。
ま
た
、
国
か
ら
交

付
税
を
頂
い
て
い
る
地
方
自
治

体
は
移
設
条
件
が
合
え
ば
誘
致

を
申
し
出
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
普
天
間
基
地
誘
致
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

米
軍
普
天
間
基
地
問
題

に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
日

米
両
政
府
間
の
問
題
で
あ
り
、

本
町
は
今
後
と
も
海
上
自
衛
隊

分
遣
隊
等
の
増
強
に
つ
い
て
陳

情
要
望
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。 

 

議
員 

町
政
の
方
策
に
つ

い
て 

 

町
長
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
９

つ
の
公
約
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
就

任
後
２
年
半
が
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
公
約
実
現
と
実
績
を
求
め

ま
す
。 

 

町
長 

選
挙
時
に
公
約
し
た
す

べ
て
の
項
目
は
多
岐
に
わ
た
り
、

一
般
質
問
の
場
で
説
明
す
る
こ

と
は
時
間
の
制
約
上
難
し
い
た

め
、
公
約
実
現
に
至
る
考
え
方

や
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。 

考
え
方
と
し
て
は
、
早
急
に

取
り
組
み
可
能
な
も
の
、
時
間

を
か
け
て
慎
重
に
関
係
機
関
等

と
連
携
し
持
続
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
に

分
け
、
臨
機
応
変
に
公
約
の
実

現
を
図
る
よ
う
対
応
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。 

 

議
員 

簡
易
水
道
料
金
改

定
に
つ
い
て 

 

町
長
は
就
任
挨
拶
の
中
で
町

民
主
体
の
政
治
を
目
指
し
徹
底

し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま

す
と
あ
り
ま
す
が
、
３
月
定
例
会

に
て
阿
木
名
簡
易
水
道
の
料
金

改
定
を
集
落
民
に
協
力
を
求
め

ず
一
方
的
な
権
力
手
法
で
料
金

改
定
条
例
を
提
案
し
た
の
は
住

民
不
在
の
行
政
で
あ
り
、
町
民
主

体
の
政
治
は
ま
や
か
し
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
料
金
改
定
を
履
行
し

た
ら
住
民
感
情
は
更
に
高
ま
り
、

料
金
支
払
い
を
拒
否
す
る
集
落

民
が
続
出
す
る
の
で
は
と
懸
念

さ
れ
ま
す
。
い
ま
一
度
検
討
を
願

い
、
料
金
改
定
の
凍
結
を
要
望
す

る
と
共
に
集
落
民
と
の
対
話
を

要
求
し
ま
す
。 

 

町
長 

阿
木
名
簡
易
水
道
使
用

料
金
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
従

来
よ
り
町
議
会
及
び
町
監
査
委

員
よ
り
見
直
し
を
図
る
べ
き
で

あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
資
金

不
足
比
率
が
２０
％
以
上
の
公
営

企
業
で
は
、
経
営
健
全
化
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
経

営
の
健
全
化
対
策
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

安
心
、
安
全
防
災
対

策
に
つ
い
て 

 

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
型

巡
視
船
配
備
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
導
入
計
画
な
ど
が
出

て
い
る
中
で
、
本
町
の
ヘ
リ
ポ
ー

ト
整
備
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。 

岩井義照議員 

中村義隆議員 



３月６・７日（土・日） ＬＣ杯小学生バレー大会    広報せとうち（６）  

町
長 

本
町
に
は
、
与
路
島
１

箇
所
、
請
島
（
池
地
地
区
）
１

箇
所
の
２
箇
所
を
町
が
整
備
供

用
し
て
お
り
、
加
計
呂
麻
島
（
三

浦
地
区
）
１
箇
所
、
本
島
側
（
手

安
地
区
）
１
箇
所
の
２
箇
所
を

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
に
お

い
て
整
備
供
用
し
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

各
世
帯
に
設
置
さ
れ
た

戸
別
防
災
無
線
が
老
朽
化
で
雑

音
が
入
り
聞
き
取
り
に
く
い
が
、

点
検
、
更
新
な
ど
な
い
か
伺
い
ま

す
。 

 

町
長 

平
成
４
年
か
ら
５
年
に

か
け
て
防
災
無
線
が
建
設
整
備

さ
れ
、
平
成
６
年
か
ら
運
用
開

始
し
て
お
り
ま
す
が
、
１５
年
以

上
経
過
が
進
ん
で
お
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
整
備
を
含
め
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
故

障
等
に
つ
い
て
は
、
毎
年
修
理

又
は
更
新
等
を
行
い
対
応
し
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

環
境
対
策
に
つ
い

て 

 

古
仁
屋
大
湊
屋
仁
川
の
下
流

は
港
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
す

が
、
水
は
濁
り
異
臭
も
し
ま
す
。

清
掃
の
手
立
て
は
考
え
ら
れ
な

い
か
伺
い
ま
す
。 

 
町
長 

古
仁
屋
大
湊
屋
仁
川
の

清
掃
は
、
平
成
２２
年
度
か
ら
平

成
２３
年
度
に
か
け
て
海
岸
通
り

黄
金
橋
の
架
け
替
え
工
事
の
計

画
が
あ
り
、
そ
の
工
事
の
中
で

あ
わ
せ
て
清
掃
工
事
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。  

汚
濁
・
異
臭
が
目
立
つ
屋
仁
川 

議
員 

地
域
活
性
化
に
つ

い
て 

 

成
人
式
に
紬
着
用
の
運
動
を

始
め
、
４９
歳
の
年
の
祝
や
還
暦

祝
な
ど
に
紬
着
用
運
動
を
紬
組

合
と
行
政
も
音
頭
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
ど

う
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

紬
着
用
運
動
は
紬
が
不

況
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
販
売

を
促
進
す
る
た
め
に
も
紬
組
合

や
関
係
団
体
と
も
連
携
し
て
啓

発
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

共
生
・
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

一
、
「
長
期
振
興
計
画
」
の
施
策

と
し
て
「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
職

員
配
置
構
想
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

「
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

職
員
配
置
要
綱
」
を
策
定
し
、

来
年
度
に
は
各
自
治
会
・
各
集

落
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
理
解

を
求
め
て
い
く
と
共
に
集
落
づ

く
り
の
模
範
と
な
る
モ
デ
ル
集

落
づ
く
り
等
の
計
画
を
し
て
参

り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
古
仁
屋
市
街
地
に

お
い
て
毎
月
第
三
日
曜
日
に
行

わ
れ
て
い
る
「
市
街
地
清
掃
の

日
」
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
役
場
職
員
の
積
極
的
参
加

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

役
場
職
員
が
地
域
の
催

事
に
対
し
て
積
極
的
に
参
加
活

動
し
、
さ
ら
に
地
域
と
行
政
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
の
使
命
を
担

い
、
地
域
と
行
政
の
距
離
が
縮

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。 

議
員 

公
共
事
業
の
推
進

に
つ
い
て 

一
、
疲
弊
し
た
本
町
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
対
策
、
定
住
人
口
を
維

持
す
る
上
か
ら
も
、
公
共
事
業
の

予
算
増
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

「
長
期
振
興
計
画
」
基

本
構
想
の
実
施
計
画
に
基
づ
い

て
緊
急
性
、
事
業
内
容
等
を
勘

案
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
公
共
事
業
を
推
進

す
る
上
か
ら
、
用
地
取
得
業
務
を

充
実
さ
せ
る
べ
く
、
財
産
管
理
課

地
籍
調
査
係
の
体
制
強
化
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

現
体
制
を
更
に
強
化

し
複
数
班
の
体
制
配
備
を
図
る

こ
と
は
、
用
地
取
得
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
は
勿
論
、
土
地
取
引

や
開
発
事
業
、
社
会
基
盤
整
備 

鎌田愛人議員 
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大
き
く
貢
献
で
き
調
査
の
成
果

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
な
か
難
し
い
案
件
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

地
道
に
地
籍
調
査
を
行
う
職
員 

 

 

 

議
員 

来
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て 

 

本
町
を
取
り
巻
く
経
済
・
雇

用
情
勢
は
、
完
全
に
冷
え
切
っ
て

お
り
、
町
民
生
活
は
先
の
見
え
な

い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

一
、
こ
の
現
状
を
い
か
に
認
識
し

て
お
ら
れ
る
の
か
町
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

国
・
県
に
大
き
く
財
源

依
存
し
て
い
る
本
町
に
お
い
て

は
思
い
切
っ
た
景
気
浮
揚
対
策

が
打
て
ず
苦
慮
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
回
、
本
年

度
中
に
網
野
子
バ
イ
パ
ス
の
着

手
の
目
途
が
立
ち
、
本
町
の
経

済
浮
揚
等
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
来
年
度
予
算
編
成

の
考
え
方
と
重
点
施
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

町
の
将
来
像
「
自
然
・

文
化
を
生
か
し
た
住
民
参
加
・

人
づ
く
り
の
ま
ち
」
を
基
本
理

念
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
重
点
施
策
に
つ

い
て
は
「
共
生
・
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
住
民

の
自
治
意
識
を
醸
成
す
る
と
と

も
に
、
地
区
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
（
住

民
自
治
）
活
動
を
牽
引
し
、
支

え
る
た
め
の
人
材
育
成
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

 

議
員 

三
、
公
共
事
業
の
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

社
会
経
済
動
向
に
臨
機

応
変
に
対
応
す
べ
く
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
長
期
振

興
１０
ヶ
年
計
画
を
指
針
と
し
て

着
実
に
振
興
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 
財
政
健
全
化
対
策

に
つ
い
て 

一
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
の
改
善

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

国
保
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
赤
字
解
消
１０
ヶ
年
計
画

に
基
づ
い
て
改
善
策
を
図
り
、

船
舶
交
通
事
業
会
計
及
び
簡
易

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
に
策
定
す
る
経
営
健

全
化
計
画
に
基
づ
い
て
一
般
会

計
か
ら
の
財
政
支
援
を
実
施
し

計
画
的
に
累
計
赤
字
を
解
消
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
補
助
金
等
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
２０
年
１０
月
に
制

定
し
ま
し
た
「
補
助
金
等
に
関

す
る
基
本
指
針
」
に
基
づ
き
、

各
課
局
に
お
い
て
補
助
金
の
評

価
を
実
施
し
て
お
り
、
適
正
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

議
員 

特
別
会
計
の
健
全

化
対
策
に
つ
い
て 

 

特
別
会
計
の
２１
年
度
決
算
の

見
通
し
と
今
後
の
健
全
化
対
策

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

上
水
道
を
除
く
特
別
会

計
全
体
の
収
支
状
況
は
、
前
年

度
の
１１
月
末
と
現
在
と
比
較
し

ま
す
と
２
億
３
８
４
０
万
６
千

円
赤
字
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
料
金
の
適
正
化
や
経

費
の
徹
底
し
た
削
減
を
図
り
経

営
健
全
化
や
赤
字
解
消
計
画
に

基
づ
い
た
特
別
会
計
へ
の
財
政

支
援
を
着
実
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

巡
回
診
療
事
業
に
つ
い
て

向野 忍議員 

岡田弘通議員 



３月６・７日（土・日） ＬＣ杯小学生バレー大会    広報せとうち（８）  

は
、
事
業
縮
小
等
も
視
野
に
入

れ
た
改
革
の
議
論
も
す
べ
き

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

簡
易
水
道
・
船
舶
交
通
事
業

に
つ
い
て
は
、
個
別
外
部
監
査

の
指
摘
、
指
導
を
受
け
経
営
健

全
化
計
画
書
を
策
定
し
経
営

の
健
全
化
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。 

 

議
員 

平
成
２２
年
度
の
予

算
編
成
に
つ
い
て 

 

雇
用
、
経
済
、
定
住
対
策
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。 

ま
た
、
新
規
事
業
の
計
画
は
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

本
年
度
策
定
し
た
長
期

振
興
１０
ヶ
年
計
画
を
指
針
と
し

て
着
実
に
振
興
策
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
消

防
組
合
瀬
戸
内
分
署
に
配
備
し

て
い
る
ハ
シ
ゴ
車
の
更
新
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。 

議
員 

地
籍
調
査
事
業
を
拡
充

し
て
、
県
事
業
を
積
極
的
に
導
入

支
援
す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

県
事
業
の
導
入
支
援
と

し
て
の
調
査
区
域
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
事
業
進
捗
を
図
る
た

め
に
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
お
り
、
本
町
の
活
性
化
や

町
経
済
に
与
え
る
影
響
な
ど
を

考
慮
す
れ
ば
、
事
業
の
決
定
箇

所
が
停
滞
す
る
こ
と
な
く
円
滑

な
執
行
が
で
き
る
よ
う
対
策
を

講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

古
仁
屋
市
街
地
の

駐
車
場
対
策
に
つ
い
て 
 

旧
警
察
署
跡
地
を
商
店
街
の

活
性
化
の
た
め
駐
車
場
等
と
し

て
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
県
と

折
衝
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。 

 

町
長 

大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
年

４
月
か
ら
個
人
で
固
定
的
に
不

要
な
駐
車
を
し
な
い
限
り
は
規

制
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、

５
月
の
連
休
中
も
駐
車
場
の
開

放
を
し
、
観
光
客
や
町
民
の
利

便
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
規

律
を
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の

事
で
あ
り
ま
す
。 

 

有
効
活
用
で
街
の
活
性
化
に 

つ
な
げ
た
い
旧
警
察
署
跡
地 

 

 

 

 

 

議
員 

本
町
の
活
性
化
に

つ
い
て 

 

町
の
現
況
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。 

 

長
期
に
わ
た
る
景
気
低
迷
に

よ
り
、
町
は
今
ま
で
に
な
い
閉

塞
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
が
続
く
と
住
民
の
流
出
に

よ
る
人
口
の
激
減
、
ま
た
、
夢
・

希
望
・
そ
し
て
誇
り
さ
え
も
失

く
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

町
長
は
、
こ
の
状
況
を
打
開

し
、
明
る
い
、
安
心
、
安
全
の

町
に
す
る
施
策
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
る
の

か
。 ま

た
、
平
成
２２
年
度
の
予
算

編
成
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

政
権
交
代
に
よ
る
事
業

仕
分
け
等
が
な
さ
れ
財
政
影
響

が
見
通
せ
ず
、
国
・
県
に
大
き

く
財
源
依
存
し
て
い
る
本
町
に

お
い
て
も
思
い
切
っ
た
景
気
浮

揚
対
策
が
打
て
ず
苦
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今

回
、
県
当
局
の
深
い
ご
理
解
、

ご
協
力
の
も
と
本
年
度
中
に
網

野
子
バ
イ
パ
ス
の
着
工
の
目
処

が
立
ち
、
今
後
数
年
間
に
１
２

０
億
余
の
投
資
が
な
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
の
経
済
浮
揚
等

に
寄
与
す
る
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
し
、
早
期
完
成
に
よ
り

観
光
・
交
流
事
業
の
推
進
に
も

一
段
の
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
本
町
全
域
を
カ
バ
ー

し
た
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
等
に
よ
る
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
網
情
報
基
盤
整
備

の
目
処
が
つ
き
、
こ
れ
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
各 

池田啓一議員 



広報せとうち（９）    消費者ホットライン     ０５７０－０６４－３７０ 

種
振
興
が
図
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。 

 

公
共
事
業
等
の
見
通
し
に

つ
い
て
も
、
社
会
経
済
状
況
に

臨
機
応
変
に
対
応
す
べ
く
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
本
年
度
策
定
し
た
長
期
振

興
１０
ヶ
年
計
画
を
指
針
と
し
て

着
実
に
振
興
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成

２２
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
に
お

け
る
多
額
の
累
積
赤
字
の
解

消
を
最
優
先
課
題
と
し
て
お

り
、
国
の
補
正
予
算
等
と
連
携

し
た
経
済
対
策
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

         

 

 

 

議
員 

生
活
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て 

 
房
町
政
の
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
今
後
、
町
民
の
生
活
向
上
に
ど

の
様
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

町
民
主
体
の
政
治
を
目

指
し
徹
底
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
図
る
た
め
や
農
業
、
漁
業
、

観
光
の
振
興
を
図
る
上
で
必
要 

        

と
な
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
等
に
よ
る
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
情
報
基
盤
整

備
事
業
が
、
本
町
全
域
に
整
備

す
る
目
処
が
立
ち
、
更
に
網
野

子
バ
イ
パ
ス
の
着
手
の
目
処
が

付
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

今
後
の
観
光
・
交
流
に
一
段
の

弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

福
祉
事
業
に
つ
い

て 

 

旧
船
津
保
育
所
跡
地
貸
付
の

経
緯
と
内
容
を
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。 

 

町
長 

町
と
し
て
は
、
補
助
事

業
で
整
備
し
た
保
育
施
設
で
あ 

        
る
た
め
目
的
外
の
施
設
と
し
て

の
転
用
と
補
助
金
の
返
納
等
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
事
務
を
進

め
、
平
成
２１
年
７
月
１４
日
の
臨

時
議
会
で
町
有
財
産
無
償
貸
付

仮
契
約
が
可
決
さ
れ
、
現
在
、

社
会
福
祉
法
人
幸
喜
会
が
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

社
会
福
祉
協
議
会
の
位

置
づ
け
と
今
後
の
支
援
策
を
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

地
域
福
祉
活
動
の
中
心

的
役
割
を
果
た
す
機
関
と
位
置

づ
け
、
今
後
も
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

農
業
振
興
に
つ
い

て 

 

本
町
の
奨
励
作
物
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
及
び
平
成
２０
年

度
販
売
実
績
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

亜
熱
帯
果
樹
の
マ
ン
ゴ

ー
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ハ
ン
ダ
マ
等

を
新
規
品
目
と
し
て
位
置
づ
け
、

品
質
向
上
と
生
産
額
増
大
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
平
成
２０
年
度
販
売
実
績

は
、
カ
ボ
チ
ャ
１
９
５
６
万
円
、 

小
ギ
ク
４
３
３
万
３
千
円
、
タ

ン
カ
ン
６
２
３
０
万
円
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
２
８
７
７
万

５
千
円
、
肉
用
牛
１
億
５
８
０

２
万
２
千
円
、
さ
と
う
き
び
２

８
３
９
万
８
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

議
員 

古
仁
屋
港
利
用
船

舶
に
つ
い
て 

 

平
成
２０
年
度
利
用
船
舶
の
実

績
を
伺
い
ま
す
。 

 

①
停
泊
及
び
接
岸
の
隻
数
。 

 

②
飲
料
水
供
給
量
及
び
販
売

金
額
。 

 

③
燃
料
供
給
量
及
び
販
売
金

額
。 

 

町
長 

①
定
期
航
路
船
が
延
べ

渡島芳臣議員 

 

一
般
質
問
と
は
？ 

 
 

議
員
が
本
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
疑
問
点
や
町
長
の
所
信

（
当
面
の
方
針
・
重
点
課
題
）
を
た
だ
し
、
政
治
責
任
を
明
確
に
す
る

も
の
で
、
議
員
固
有
の
機
能
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 
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４
０
８
隻
、
定
期
航
路
船
以
外

が
延
べ
５
６
７
隻
の
利
用
で
あ

り
ま
す
。 

 

②
２
３
４
４
ト
ン
で
９
１

万
１
５
０
５
円
で
あ
り
ま
す
。 

③
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
で

２
６
万
１
３
９
０
円
で
あ
り

ま
す
。 

 

 

 

議
員 

第
１
次
産
業
の
振
興

に
つ
い
て 

農
業
の
後
継
者
育
成
並
び
に

就
農
人
口
増
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

後
継
者
育
成
・
就
農
人

口
増
を
図
る
に
は
、
行
政
・
農

業
委
員
会
等
だ
け
で
な
く
地
域

の
農
業
従
事
者
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
新
規
就
農

者
育
成
に
は
近
隣
農
家
と
の
人

間
関
係
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
営
農
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
各
種
研
修
を
推
進
し

中
核
的
農
家
と
し
て
自
立
で
き

る
担
い
手
と
な
る
後
継
者
等
の

育
成
に
勤
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

 
議
員 
本
町
の
漁
業
従
事
者
の

高
齢
化
（
特
に
１
本
釣
漁
）、
魚

価
の
低
迷
、
資
源
の
減
少
と
漁
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う

中
で
「
離
島
漁
業
再
生
交
付
金
」

支
援
事
業
は
、
来
年
度
は
ど
う
な

る
の
か
見
通
し
と
、
仲
買
人
、
鮮

魚
店
の
現
状
は
ど
う
か
伺
い
ま

す
。 

 

町
長 

離
島
漁
業
再
生
支
援
交

付
金
事
業
は
、
平
成
１７
年
度
か

ら
の
５
カ
年
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
、
今
年
度
が
最
終
年
度
で

あ
る
た
め
、
事
業
存
続
に
向
け

国
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
政
府

の
行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
も

「
継
続
」
と
の
意
見
が
多
数
を

占
め
た
と
確
認
さ
れ
て
い
る
の

で
、
来
年
度
以
降
も
事
業
が
継

続
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
、
仲
買
人
、
鮮
魚
店
は
、

現
在
２２
業
者
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

議
員 

紬
養
成
所
を
含
め
本
町

の
紬
組
合
の
再
編
成
を
図
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
町
と
し
て
促

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
、
お
尋
ね
致
し
ま
す
。 

 
町
長 
現
在
、
町
紬
組
合
の
組

合
員
構
成
は
紬
業
に
携
わ
っ
て

い
る
方
が
少
な
く
、
機
能
が
充

分
に
果
た
さ
れ
て
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。 

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
養
成
所

を
含
め
た
紬
組
合
の
再
編
成
に

つ
い
て
紬
組
合
と
話
し
合
い
を

持
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま

の
民
間
へ
の
譲
渡
の
考
え

は
な
い
か 

 

町
長 

交
通
事
業
で
あ
り
な
が

ら
島
民
に
と
っ
て
は
、
安
全
・

安
価
で
絶
対
的
な
維
持
を
要
す

る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
準
ず
る
性

格
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
当
面
、

公
営
企
業
の
形
態
で
の
事
業
継

続
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

 

 

島
民
の
足
と
し
て
活
躍
す
る 

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま 

         

安 和弘議員 

～議会を傍聴しませんか～ 
 次回の定例会は３月に行われます。どなたでも傍聴できますので、 

お気軽に議会事務局へお問い合わせ下さい。（72－1072 直通） 



広報せとうち（１１）    消費者ホットライン     ０５７０－０６４－３７０ 

                          

          
本
町
の
緊
急
課
題
で
あ
る

「
行
財
政
改
革
」
、
「
高
校
の
存

続
・
活
性
化
」
、
「
陸
上
自
衛
隊

の
誘
致
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
、

１１
月
５
日
～
６
日
の
２
日
間
、

福
岡
県
福
智
町
、
大
分
県
臼
杵

市
、
熊
本
市
の
陸
上
自
衛
隊
西

部
方
面
隊
総
監
部
を
調
査
し
ま

し
た
。
概
略
は
次
の
と
お
り
で

す
。 『

行
財
政
改
革
』
に
つ
い
て
、

福
岡
県
福
智
町
を
訪
問
し
ま
し

た
。 福

智
町
は
、
平
成
１８
年
に
赤

池
町
、
金
田
町
、
方
城
町
が
合

併
し
人
口
２
万
６
千
人
の
町
で

あ
り
ま
す
。 

 

合
併
前
の
旧
赤
池
町
が
財
政

再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
、
財

政
再
建
に
取
り
組
ん
で
き
た
経

緯
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

 

赤
池
町
は
石
炭
の
町
と
い
う

時
代
を
歩
み
、
石
炭
産
業
の
崩

壊
に
よ
る
旧
産
炭
地
特
有
の
財

政
需
要
に
応
え
る
た
め
、
公
共

施
設
及
び
生
活
環
境
施
設
整
備

の
多
く
を
地
方
債
に
依
存
し
て

実
施
し
た
結
果
、
公
債
費
の
増

高
、
施
設
の
維
持
管
理
費
の
増

加
、
更
に
病
院
会
計
の
赤
字
、

物
件
費
、
補
助
費
の
累
増
、
職

員
数
増
に
よ
る
人
件
費
等
の
増

加
な
ど
が
再
建
団
体
に
陥
っ
た

要
因
で
平
成
４
年
２
月
に
再
建

団
体
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

財
政
再
建
に
取
り
組
ん
で
き

た
具
体
的
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

歳
入
に
関
し
て
は
、 

① 

住
宅
家
賃
の
値
上
げ
。 

② 

公
共
施
設
の
使
用
料
の
値

上
げ
。 

③ 

汚
水
処
理
料
金
の
値
上
げ
。 

④ 

水
道
料
金
の
値
上
げ
。 

⑤ 

保
育
料
を
減
免
し
な
い
。 

歳
出
に
関
し
て
は
、 

① 

行
政
組
織
の
統
廃
合
（
１５

課
１
室
を
１２
課
１
室
に
） 

② 

職
員
数
の
削
減
（
１
１
３
人

を
１
０
１
人
に
） 

③ 

常
勤
的
臨
時
職
員
の
整
理

（
２４
人
を
１０
人
に
） 

④ 

給
与
水
準
の
是
正
（
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
９
８
．
２
％
か

ら
８
７
．
４
％
に
） 

⑤ 

特
別
職
の
報
酬
を
県
下
最

下
位
に
。 

⑥ 

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の

減
額
。 

⑦ 

敬
老
祝
金
、
敬
老
会
経
費
の

減
額
。 

以
上
の
事
項
を
町
民
と
職
員

の
協
力
を
得
て
実
行
し
財
政
再

建
計
画
よ
り
２
年
短
縮
し
財
政

再
建
団
体
よ
り
脱
却
し
た
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

尚
、
現
在
は
行
財
政
改
革
実

施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）

を
策
定
し
、
持
続
可
能
な
財
政

構
造
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

福
智
町
は
国
の
伝
統
的
工
芸

品
「
上
野
焼
」
の
継
承
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
上
野
の
里
ふ
れ

あ
い
交
流
館
」
を
設
置
し
、「
陶

芸
館
」
と
「
ふ
れ
あ
い
市
」
の

複
合
施
設
を
指
定
管
理
さ
せ
年

間
２
千
万
円
程
の
黒
字
で
町
の

一
般
会
計
へ
繰
入
し
て
お
り
、

役
所
も
民
間
的
経
営
感
覚
で
行

政
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
意
見 

交
換
す
る
特
別
委
員 

（
福
岡
県
福
智
町
） 

 
 
 
 
  第４回（12 月）定例会では、活力あるまちづくり調査特別委員会（岡田弘通委員長） 

に付託されていた案件に対しての委員長報告がなされました。 

（要旨は次のとおりです。） 

『
行
財
政
改
革
』 

『
高
校
の
存
続
・
活
性
化
』 

『
陸
上
自
衛
隊
の
誘
致
の
可
能

性
』
に
つ
い
て
調
査
中
間
報
告 
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次
に
大
分
県
臼
杵
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

 

臼
杵
市
は
、
平
成
１７
年
の
市

制
施
行
と
同
時
に
こ
れ
ま
で
の

「
あ
し
き
市
役
所
」（
お
役
人
的

感
覚
・
し
て
あ
げ
る
・
問
題
の

先
送
り
・
た
ら
い
ま
わ
し
・
先

例
主
義
・
か
ば
い
あ
い
）
か
ら

「
ふ
つ
う
の
市
役
所
」（
市
民
の

お
役
に
立
つ
所
・
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
）
へ
立
て

直
す
た
め
「
市
役
所
が
変
わ
れ

ば
臼
杵
市
が
変
わ
る
」
と
し
、

職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め

次
の
基
本
方
針
を
定
め
て
お
り

ま
す
。 

１
．「
市
民
の
お
役
に
立
つ
感
動

お
届
け
市
役
所
」
の
実
現
。 

２
．
効
率
的
・
効
果
的
運
営
に

よ
る
「
持
続
可
能
な
市
役
所
」

の
実
現
。 

３
．
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
響

働
市
役
所
」
の
実
現
。 

以
上
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲

げ
、
行
革
は
「
職
員
み
ん
な
で

す
る
も
の
」
と
の
認
識
の
も
と
、

係
制
を
廃
止
し
グ
ル
ー
プ
制
の

導
入
。
ま
た
、
窓
口
業
務
の
閉

庁
時
間
を
午
後
６
時
３０
分
に
す

る
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

行
政
改
革
は
、
職
員
の
意
識

改
革
が
重
要
で
あ
り
、
役
所
は

住
民
の
お
役
に
立
つ
所
と
い
う

意
志
・
自
覚
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
成
果
が
上
が
る
こ
と

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

『
高
校
の
存
続
・
活
性
化
』
に

つ
い
て
、
大
分
県
臼
杵
市
を
調

査
し
ま
し
た
。 

 

大
分
県
教
育
委
員
会
は
、
平

成
２０
年
度
に
『
高
校
改
革
推
進

（
後
期
再
編
整
備
）
計
画
（
Ｈ
２２

～
２７
年
度
）
』
を
決
定
し
、
臼
杵

市
内
の
４
校
（
野
津
高
、
臼
杵

商
業
高
、
海
洋
科
学
高
、
臼
杵

高
）
と
津
久
見
市
内
の
１
校
（
津

久
見
高
）
を
対
象
に
次
の
と
お

り
再
編
整
備
を
実
施
す
る
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

・
野
津
高
校
（
福
祉
系
学
科
２ 

学
級
）
は
、
平
成
２４
年
度
よ
り

募
集
停
止
。 

・
臼
杵
商
業
高
校
（
商
業
系
学

科
２
学
級
）
、
海
洋
科
学
高
校

（
水
産
系
学
科
２
学
級
）、
津
久

見
高
校
（
普
通
科
２
学
級
、
工

業
系
学
科
２
学
級
）
を
再
編
統

合
し
、
平
成
２４
年
度
に
新
設
高

校
（
普
通
科
２
学
級
、
工
業
系

学
科
２
学
級
、
商
業
系
学
科
２

学
級
）
を
津
久
見
高
校
に
設
置

し
、
海
洋
科
学
高
校
を
分
校
と

し
て
水
産
系
学
科
１
学
級
と
す

る
。 

・
臼
杵
高
校
（
普
通
科
５
学
級
）

は
、
普
通
科
７
学
級
程
度
と
す

る
。 

 
そ
の
結
果
、
平
成
２６
年
度
か

ら
は
、
臼
杵
市
内
に
は
臼
杵
高

校
１
校
と
な
る
。 

 

こ
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
大

分
県
教
育
委
員
会
は
、
あ
く
ま

で
も
「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

真
に
望
ま
し
い
学
校
づ
く
り
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
の
教
育

本
質
論
で
策
定
し
た
と
の
こ
と 

 

で
あ
り
ま
す
。 

 

特
に
野
津
高
校
は
、
地
域
に

密
着
し
た
学
校
で
地
域
住
民
か

ら
も
野
津
高
校
が
な
く
な
れ
ば

一
層
過
疎
化
が
進
む
な
ど
存
続

を
求
め
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、

町
民
も
寄
付
な
ど
を
行
い
学
校

支
援
す
る
な
ど
存
続
・
活
性
化

に
向
け
て
多
く
の
学
ぶ
べ
き
点

が
あ
り
ま
し
た
。 

臼
杵
市
が
市
長
を
先
頭
に
し

っ
か
り
と
し
た
組
織
を
立
ち
上

げ
県
教
委
に
対
し
、
意
見
要
望

活
動
を
確
実
に
行
う
な
ど
、
地

域
住
民
も
危
機
感
を
持
っ
て
高

校
存
続
運
動
に
取
り
組
ん
だ
に

も
か
か
わ
ら
ず
熱
意
は
県
教
委

に
は
届
か
ず
廃
校
に
な
る
決
定

が
下
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。 

今
回
の
調
査
研
究
す
る
中
で
、

本
町
の
古
仁
屋
高
校
存
続
・
活

性
化
対
策
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
あ
り
、
町
民
が
総
力
を
挙
げ

て
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

  

『
陸
上
自
衛
隊
の
誘
致
の
可
能

性
』
に
つ
い
て
、
陸
上
自
衛
隊

西
部
方
面
隊
（
熊
本
市
）
を
訪

問
調
査
し
ま
し
た
。 

 

方
面
隊
と
は
、
我
が
国
を
北

部
方
面
隊
（
北
海
道
地
区
）、
東

北
方
面
隊
（
東
北
地
区
）、
東
部

方
面
隊
（
関
東
・
甲
信
越
地
区
）、 

中
部
方
面
隊
（
中
部
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
地
区
）、
西
部
方
面

隊
（
九
州
・
沖
縄
地
区
）
の
５

つ
の
地
区
に
分
け
、
防
衛
・
警

備
に
あ
た
る
陸
上
自
衛
隊
最
大

の
部
隊
で
す
。 

 

西
部
方
面
隊
は
２
個
の
師
団 

大分県臼杵市を調査する特別委員 



広報せとうち（１３）    消費者ホットライン     ０５７０－０６４－３７０ 

と
１
個
の
混
成
団
を
基
幹
と
し
、

こ
れ
を
支
援
す
る
団
及
び
直
轄

部
隊
・
機
関
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
沖
縄
を
含
む
九
州

全
域
の
防
衛
・
警
備
を
担
当
す

る
と
と
も
に
方
面
区
域
内
の
災

害
派
遣
等
を
行
っ
て
お
り
、
最

西
端
の
与
那
国
島
ま
で
は
、
総

監
部
の
あ
る
熊
本
か
ら
沖
縄
本

島
を
経
由
し
て
約
１
５
０
０
キ

ロ
を
超
え
る
距
離
で
、
２
０
０

の
有
人
離
島
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。 主

な
調
査
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。  

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
隊
で 

意
見
交
換
す
る
特
別
委
員 

（
熊
本
市
） 

活
動
実
績
に
つ
い
て
は
、
災

害
派
遣
（
昭
和
３１
年
か
ら
平
成

２１
年
）
２
１
２
５
件
、
国
際
平

和
協
力
活
動
、
不
発
弾
処
理
（
昭

和
３３
年
か
ら
平
成
２１
年
）
２
３

９
２
㌧
な
ど
で
あ
り
ま
す
。 

 

防
災
訓
練
と
の
連
携
協
力
体

制
に
つ
い
て
は
、
総
合
防
災
訓

練
等
で
市
と
共
同
で
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
離
島
そ
の
他
の

地
に
出
向
い
て
実
践
訓
練
等
も

実
施
し
て
い
る
。 

 

本
町
議
会
に
お
け
る
「
基
地

誘
致
の
決
議
」
は
、
総
監
部
と

し
て
も
勇
気
付
け
ら
れ
る
し
、

国
の
防
衛
機
関
に
対
し
て
も
ア

ピ
ー
ル
効
果
は
非
常
に
大
き
い

も
の
が
あ
る
。
基
地
誘
致
は
、

す
ぐ
に
決
定
実
現
さ
れ
る
も
の

で
な
く
、
国
の
防
衛
計
画
に
則

り
長
期
計
画
の
中
で
実
施
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

分
屯
地
の
配
置
人
数
は
、
配

置
す
る
部
隊
の
内
容
、
目
的
等

に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、
他
の
例

で
は
１
０
０
人
か
ら
３
０
０
人

規
模
で
あ
る
。
敷
地
面
積
に
つ

い
て
は
、
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

野
外
演
習
場
等
の
確
保
や
体
育

館
に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
る
。 

 

近
年
に
お
い
て
の
基
地
周
辺

整
備
事
業
は
約
３０
件
、
金
額
に

し
て
４０
億
円
（
防
衛
省
予
算
で

実
施
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

陸
上
自
衛
隊
装
備
の
各
種
戦

略
機
器
・
車
両
等
は
、
年
１
回

自
衛
隊
開
隊
記
念
行
事
の
際
、

公
道
に
お
い
て
一
般
住
民
に
公

開
し
て
お
り
、
民
間
と
の
交
流

を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
視
察
で
は
、
本
町
議

会
が
決
議
し
た
『
誘
致
に
係
る

決
議
文
』
を
部
隊
幕
僚
長
に
直

接
進
達
し
、
助
言
等
を
戴
く
中

で
、
奄
美
特
に
本
町
は
東
シ
ナ

海
の
防
衛
戦
略
基
点
と
し
て
、

緊
急
災
害
支
援
体
制
充
実
の
中

継
拠
点
と
し
て
最
適
地
で
あ
る

こ
と
な
ど
基
地
誘
致
に
対
す
る

利
点
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
防
衛
、
定
住
人
口

増
加
対
策
、
経
済
効
果
等
の
観

点
か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
必
要
性

に
つ
い
て
地
域
住
民
に
広
く
訴

え
な
が
ら
、
早
急
に
自
衛
隊
誘

致
の
町
民
組
織
を
つ
く
り
、
住

民
の
理
解
と
気
運
を
高
め
る
と

と
も
に
、
国
の
防
衛
関
連
機
関

に
更
に
強
く
訴
え
て
い
く
こ
と

の
必
要
性
、
重
要
性
を
痛
感
し

た
視
察
調
査
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
次
の
意
見
を
町
当
局

へ
提
出
し
ま
し
た
。 

『
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

調
査
』
意
見 

一
．
当
調
査
報
告
の
先
例
地
調

査
及
び
町
職
員
、
議
員
の
意

見
・
提
言
が
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
対
策
や
特
に
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
平
成
２２
年
度
～
２６
年

度
の
行
財
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
。 

二
．
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
、

事
務
改
善
審
議
会
へ
当
調
査
報

告
書
並
び
に
職
員
・
議
員
の
提

言
書
及
び
「
福
智
町
、
臼
杵
市

の
行
財
政
改
革
資
料
」
を
配
布

し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

三
．
旧
赤
池
町
の
町
民
経
済
の

形
態
や
周
辺
地
域
の
経
済
・
地

勢
的
環
境
は
、
本
町
と
異
な
る

点
が
多
い
が
、
当
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
行
財
政
改
革
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

併
せ
て
、
平
成
２２
年
度
の
当
初

予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、
緊
急

の
雇
用
・
経
済
対
策
等
に
充
分

な
配
慮
を
な
し
対
処
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

 

町
長
へ
意
見
書
を
手
渡
す
堯
議
長

と
岡
田
特
別
委
員
長
（
手
前
よ
り
） 
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活力あるまちづくり調査特別委員会は、本町の活性化対策・高校存続問題・

自衛隊誘致活動等について、町内の各種団体と意見交換会（Ｈ21.11～Ｈ22.2）
を実施しています。（一部写真を掲載します。） 

意見交換会の内容については、３月定例会で委員長報告を行いますので、次

号にて掲載します。 

   

私
ど
も
第
十
五
期
十
名
の
議

員
に
な
っ
て
早
一
年
が
経
過
致

し
ま
し
た
。 

昨
年
六
月
議
会
に
於
い
て
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
「
行
財
政
改

革
」「
ま
ち
の
振
興
策
」「
古
仁
屋

高
校
存
続
・
活
性
化
対
策
」
等
に

つ
い
て
、
先
例
地
に
於
け
る
調
査

を
致
し
、
町
当
局
へ
意
見
書
を
提

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
私
達
十
名
が
英
知
を

結
集
し
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
一
層
の
努
力
を
致
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

何
卒
、
叱
咤
激
励
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
堯
） 

 

議
会
報
編
集
委
員
会 

 
 

委
員
長 

 

向
野 

 

忍 

 
 

副
委
員
長 

鎌
田 

愛
人 

 
 

委 

員 
 

堯 
 

文
俊 

 
 

 

〃 
 

 

岡
田 

弘
通 

 
 

 

〃 
 

 

林 
 

健
二 

 
 

 

〃 
 

 

加
納 

 

力 

商工会 

連合青年団・老人クラブ・地女連 

建設業協会 

海上自衛隊 
教育委員・文化協会 

大島支庁瀬戸内事務所 



広報せとうち（１５）   消費者ホットライン    ０５７０－０６４－３７０ 

   

☆ 平成２２年度警備業務委託及び清掃人夫の募集について ☆ 

瀬戸内町役場では、平成２２年度の警備員と清掃人夫を募集します。 

【応募資格】 

① 瀬戸内町に住所を有している者 

② 町税及び使用料に滞納がない者（同一世帯含む） 

【応募期間】 

 平成２２年３月１日（月）から平成２２年３月１８日（木）まで 

（土、日、祭日は除く） ※ 郵送可 ３月１８日（木）消印有効 

【申込手続】：所定の申込書兼履歴書（役場総務課に設置）を提出。 

【採用方法】：書類選考で実施。採用者には別途通知 

【雇用期間】：年間契約 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日まで 

【問い合わせ・提出先】 〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津２３番地 

瀬戸内町役場総務課 人事行政係 ℡ ０９９７－７２－１１１１ 

 

 
町では、大島紬の振興を図るため、大島紬技能養成所を設置し技術指導を 

行っています。 
【募 集 人 員】織工 若干名 
【入 所 資 格】町内に居住する満１６歳以上の初心者で、 

瀬戸内町大島紬協同組合の推薦を受けた者。 
【養 成 期 間】原則として１カ年間とする。 
【奨励金の支給】養成期間中は予算の範囲内で奨励金を支給する。 
【歩合給の支給】養成期間中は織り賃の８割に相当する歩合給を支給する。 
【問い合わせ・申込先】瀬戸内町大島紬協同組合（瀬久井）℡７２－３６７５ 

 

 

◇都市計画法の開発許可について◇ 

主として、建築物の建築の用に供する目的で行う造成工事等は、都市計画区

域内において、3,000 ㎡以上、都市計画区域外において、10,000 ㎡以上の土

地について、区画の変更（道路、公園等の公共施設の新設等）、形の変更（50

㎝以上の切土、盛土の造成行為）、質の変更（農地、山林等の宅地以外の土地を

宅地に変更）のいずれに該当する場合、都市計画法２９条の規程に基づく開発

行為の許可が必要になります。 

ただし、農林水産物に係る建築物の建築に関しては、開発行為に許可が不要

な場合がありますので、お問い合わせください。 

【問合せ先】：県土木部建築課監察指導係 電話 ０９９－２８６－３７３９ 

 

☆ 瀬戸内町大島紬技能者養成所織工募集について ☆ 

☆ 土地の造成等をお考えの方にお知らせ ☆ 
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☆ 平成２２年度 道路推進標語の募集について ☆  
 道路は、生活の向上と経済の発展に欠くことのできない国民共有の、つまり

あなたの財産です。みんなが道路と親しみ、ふれあい、常に広く、美しく、 
安全に、共に楽しく利用し、子孫に受け継いでいきましょう。 
【応募期間】平成２２年３月 3１日（水）まで（当日必着） 

【募集資格】小学生以上 

【応募方法】＜はがきによる応募の場合＞ 

官製はがき１枚に、標語１点と氏名・住所・電話番号・性別・年齢・職業（「小

学生」、「中学生」、「一般（高校生以上）」の別）を記入のうえ郵送してください。 

＜パソコン、携帯電話の電子メールによる応募の場合＞ 

必要事項を記載の上、dourohyogo22@mlit.go.jp に送信してください。 

電子メールの場合にも１メールにつき１点で応募してください。 

＜学校単位での応募の場合（学年・クラス単位含む）＞ 

生徒の作品を取りまとめの上、封書又はファイルを添付した電子メールによる一括応

募が出来ます。また氏名、住所等の必要事項は、学校のものとすることができます。 

【使用方法】「道路ふれあい月間」の推進に幅広く活用します。 
【そ の 他】応募作品の返却は致しません。入賞作品の著作権は主催者に帰属します。  
平成２１年度推進標語 最優秀賞 「また歩こう そんな気になる 道がいい」 
【問合せ先】〒１００－８９１８ 東京都千代田区霞が関２－１－３ 
国土交通省 道路局道路交通管理課 推進標語係 ℡０３－５２５３－８１１１ 
 
 
 
 軽自動車税とは、下記所有者に対して課税される税金です。 
① 原動機付自転車（１２５ＣＣ以下、ミニカー） 
② 小型特殊自動車（農耕トラクター、フォークリフト等） 
③ 軽自動車（総排気量６６０ＣＣ以下の四輪及び三輪、 

１２５ＣＣ以上～２５０ＣＣ以下の二輪） 
④ 二輪の小型自動車（２５０ＣＣを超えるもの） 
 

軽自動車税は、毎年４月１日現在、瀬戸内町内にある軽自動車を所有する人

に課税されますので、譲渡された方や使用していない軽自動車をお持ちの方は。 
３月３１日までに、廃車の手続きを行ってください。 
【問合せ先】 

 ①、②の廃車手続きは、瀬戸内町役場 税務課 ℡７２－１１１６ 

 ③、④の廃車手続きは、奄美大島自動車整備工業共同組合 

             ℡ ０９９７－５２－１４９６ 

※ 軽自動車税は自動車税と異なり月割課税制度はありません。したがって、使用

していないものや盗難にあったもの、他の人に譲ったものであっても４月２日以降に

廃車・名義変更した場合は、その年度の税金は納めていただくことになります。 

☆ 軽自動車の廃車について ☆ 

mailto:dourohyogo22@mlit.go.jp


広報せとうち（１７）   消費者ホットライン   ０５７０－０６４－３７０ 

☆ 平成２２年度道路伐採人夫（本島地区）募集について ☆ 

☆ 平成２２年度道路伐採人夫（加計呂麻地区）募集について ☆ 

 
 
 
【応募資格】 
① 瀬戸内町（本島地区）に住所を有している２０歳～６５歳までの方 
② 町税及び使用料等に滞納がない者（同一世帯を含む） 
【応募期間】：平成 22 年 3 月 1 日（月）～3 月 15 日（月）まで 

※ 郵送可 3 月 15 日（月） 消印有効 
【申込手続】：所定の申込書兼履歴書を建設課土木施設維持係へ提出のこと。 

（申込書兼履歴書は、役場建設課に置いてあります。） 
【採用方法】：書類選考及び面接を実施。（応募多数の場合抽選を行います。） 
       採用者には別途通知いたします。 
【雇用期間】：平成２２年４月１日～平成２２年８月３１日まで 
【職  種】：道路伐採 
【そ の 他】：募集人員１０人・（１５日／月）雇用 
      伐採経験者に限る 
【問合せ先】：〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 
 町役場建設課 土木施設維持係 ℡ ７２－１１９７ 
 
 
 
 
 
【応募資格】 
① 瀬戸内町（加計呂麻地区）に住所を有している２０歳～６５歳までの方 
② 町税及び使用料等に滞納がない者（同一世帯を含む） 
【応募期間】：平成 22 年 3 月 1 日（月）～3 月 15 日（月）まで 

※ 郵送可 3 月 15 日（月） 消印有効 
【申込手続】：所定の申込書兼履歴書を建設課土木施設維持係へ提出のこと。 

（申込書兼履歴書は、役場建設課に置いてあります。） 
【採用方法】：書類選考及び面接を実施。（応募多数の場合抽選を行います。） 
       採用者には別途通知いたします。 
【雇用期間】：平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日まで 
【職  種】：道路伐採 
【そ の 他】：募集人員４人・（１５日／月）雇用 
      伐採経験者に限る 
【問合せ先】：〒894-1592 瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 

 町役場建設課 土木施設維持係 ℡ ７２－１１９７ 
 
 



  ３月６・７日（土・日） ＬＣ杯小学生バレー大会  広報せとうち（１８） 

☆ 労働審判制度についてお知らせ ☆ 

☆ 確定申告はお済ですか？ ☆ 

☆ 瀬戸内町ふるさと住宅入居募集について ☆ 

【応募資格】  

①  原則として、瀬戸内町に定住する意思のある者であること。  

②  現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。  

③  町税及び使用料等に滞納がない者であること。  

④  暴力団員でないこと。  

【募集住宅】：薩川住宅  １戸  

【応募期間】  

 平成 22 年３月 1５日（月）～平成 22 年３月 23 日（火）まで  

  午前８時３０分から午後５時まで  （土日祝祭日を除く）  

【提出書類】 

①ふるさと住宅入居申込書 

②必要添付書類：住民票・所得額証明書・住宅用納税証明書・健康保険証の写し 

【お問合せ・応募先】町役場建設課住宅管理係 ℡ 72－1197 

 

 

労働審判手続は，個々の労働者と事業主との間に生じた労働関係に関する紛

争について，裁判官である労働審判官と労働関係に関する専門家である労働審

判員２名で組織する労働審判委員会が，原則として３回以内の期日で審理し，

適宜調停を試み，調停がまとまらなければ労働審判を行うという手続で，平成

１８年４月に始まりました。 

  労働審判事件の審理期間は平均で２か月半であり，調停が成立して事件が終

了するなど，多くの労働関係に関する紛争が労働審判手続の申立てをきっかけ

として解決しています。 

  労働審判手続においては，当事者が早期に的確な主張・立証を行うことが重

要であるため，制度の利用に当たっては，法律の専門家である弁護士に相談す

ることが望ましいでしょう。 

 なお，現在は各地方裁判所本庁のみで取り扱われていますが，制度開始５年

目を迎える平成２２年４月から，東京地方裁判所立川支部と福岡地方裁判所小

倉支部でも労働審判事件の取扱いが開始されます。【鹿児島地方裁判所】 
 
 

国税庁のＨＰに掲載している確定申告書等作成コーナーでは、画面案内に従

って金額等を入力することにより、確定申告書等を作成することができ、申告

相談会場に出向かなくても、作成した確定申告書等を印刷して税務署へ郵送等

により提出することが出来ます。尚、平成２１年分の納付期限は下記のとおり 
申告所得税の納付期限：平成２２年３月１５日（月） 
消費税及び地方消費税：平成２２年３月３１日（水） 

（個人事業者）の納付期限   【大島税務署】℡０９９７－５２－４３２１ 



広報せとうち（１９）   消費者ホットライン   ０５７０－０６４－３７０ 

☆ 保育所入所者負担金徴収基準額の改正について ☆ 
 
 平成２２年４月１日から次表のとおり徴収基準額（保育料）を改正いたします。 

現    状 

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収基準額（月額）（単位：円） 

階層区分 定   義 
３歳未満児 

の場合 

３歳以上児 

の場合 

Ａ 生活保護世帯等            ０            ０ 

Ｂ 前年度分の市町村民税非課税世帯 ４，０００ ３，０００ 

Ｃ１ 均等割の額のみ（所得割額のない世帯） １０，０００ ８，０００ 

Ｃ２ 所得割の額が５，０００円未満 １４，０００ １１，０００ 

Ｃ３ 所得割の額が５，０００円以上 １４，５００ １１，５００ 

Ｄ１ 
前

年

分

の

所

得

税 

課

税

世

帯 

３，０００円未満 １８，０００ １５，０００ 

Ｄ２ ３，０００円以上１０，０００円未満 １８，５００ １５，５００ 

Ｄ３ １０，０００円以上１７，０００円未満 １９，０００ １６，０００ 

Ｄ４ １７，０００円以上３０，０００円未満 １９，５００ １６，５００ 

Ｄ５ ３０，０００円以上８０，０００円未満 ２５，０００ ２４，０００ 

Ｄ６ ８０，０００円以上１１０，０００円未満 ２６，０００ ２５，０００ 

Ｄ７ １１０，０００円以上１５０，０００円未満 ２７，０００ ２６，０００ 

Ｄ８ １５０，０００円以上１７０，０００円未満 ３０，０００ ２９，５００ 

Ｄ９ １７０，０００円以上２００，０００円未満 ３１，０００ ３０，０００ 

Ｄ１０ ２００，０００円以上３５０，０００円未満 ３２，０００ ３１，０００ 

Ｄ１１ ３５０，０００円以上５１０，０００円未満 ３３，０００ ３２，０００ 

Ｄ１２ ５１０，０００円以上 ３４，０００ ３３，０００ 

※ 軽減制度は今まで同様に実施いたします 

改 正 後 

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収基準額（月額）（単位：円） 

階層区分 定   義 
３歳未満児の 

場合 

３歳以上児の 

場合 

第１階層 生活保護世帯等            ０            ０ 

第２階層 前年度分の市町村民税非課税世帯 ５，０００ ４，０００ 

第３階層 市町村民税課税世帯 １２，０００ １０，０００ 

第４階層 前年分の所得税

課税世帯 

４０，０００円未満 １９，０００ １７，０００ 

第５階層 
４０，０００円以上 

 １０３，０００円未満 
２７，０００ ２５，０００ 

第６階層 
１０３，０００円以上 

 ４１３，０００円未満 
３５，０００ ３３，０００ 

第７階層  ４１３，０００円以上 ４０，０００ ３８，０００ 

【問合せ先】：町役場町民課 児童母子係 ℡ ７２－１０６０ 



  ３月６・７日（土・日） ＬＣ杯小学生バレー大会  広報せとうち（２０） 

☆ 平成２２年度国家公務員採用試験について ☆ 

○  国家公務員採用Ⅰ種試験  

【受験資格】  

①  昭和５２年４月２日～平成元年４月１日生まれの者  

②  平成元年４月２日以降生まれで大学を卒業した者  

平成２３年３月までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者  

【受付期間】◎インターネット  ４月１日（木）～４月３日（土）  

      ○郵送又は持参   ４月１日（木）～４月８日（木）  

【第１次試験日】  ５月２日（日）  

○  国家公務員採用Ⅱ種試験  

【受験資格】  

①  昭和５６年４月２日～平成元年４月１日生まれの者  

②  平成元年４月２日以降生まれで大学・短大・高専を卒業した者  

平成２３年３月までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者  

【受付期間】◎インターネット  ４月１0 日（土）～４月 1４日（水） 

      ○郵送又は持参   ４月１2 日（月）～４月２１日（水） 

【第１次試験日】  ６月２0 日（日）  

○  国税専門官採用試験  

【受験資格】  

①  昭和５６年４月２日～平成元年４月１日生まれの者  

②  平成元年４月２日以降生まれで大学を卒業した者  

平成２３年３月までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者  

【受付期間】４月１日（木）～４月 1４日（水）  

【第１次試験日】  ６月 13 日（日）  

○  労働基準監督官採用試験  

①  昭和５６年４月２日～平成元年４月１日生まれの者  

②  平成元年４月２日以降生まれで大学を卒業した者  

平成２３年３月までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者  

【受付期間】４月１日（木）～４月 1４日（水）  

【第１次試験日】  ６月 13 日（日）  

○  法務教官採用試験  

①  昭和５６年４月２日～平成元年４月１日生まれの者  

②  平成元年４月２日以降生まれで大学・短大・高専を卒業した者  

平成２３年３月までに卒業見込みの者及び人事院が同等と認める者  

【受付期間】４月１日（木）～４月 1４日（水）  

【第１次試験日】  ６月 13 日（日）  

【請求方法】返信用封筒（角形２号、１４０円分（国税専門館につい

ては１２０円分）の切手貼付、あて先・請求試験名明記）を同封し

た封筒に、請求する試験名を朱書きし、問合せ先へ送付して下さい。  

【問合せ先】〒812-0013 福岡市博多区博多駅東 2-11-1 

人事院九州事務局第二課試験係  ℡  092-431-7733 



広報せとうち（２１）    消費者ホットライン    ０５７０－０６４－３７０ 

3月 2010年(平成22年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

28 1 2 3 4 5 6 

 

★きゅら島

スクール（1年

継続コース）中公

★古仁屋高

校卒業式 

★母子相談 

★元気な足

腰講座（中公） 

 

★遊びの広場 

★1歳６箇月

健診 

★きゅら島

スクール（歩

コース）物産館 

◆LC杯小学

生バレー大会 

7 8 9 10 11 12 13 
◆LC杯小学

生バレー大会 

 

★母子相談 

★元気な足

腰講座（中公） 

 

★きゅら島

スクール（夜

間）母子センター 

★男の料理

教室 

★きゅら島

スクール（歩

コース）中公 

★でぃ～う

もろー会交

流会 

14 15 16 17 18 19 20 

 

★きゅら島

スクール（1年

継続コース）中公 

★母子相談 

★元気な足

腰講座（中公） 

★各中学校

卒業式（小中

併設校含） 
 

★きゅら島

スクール（夜

間）母子センター 

★遊びの広場

★６箇月健診 

★きゅら島

スクール（歩

コース）役場前 

◆青少年育

成の日 

◆地産地消

朝市（海の駅） 

★元気な笑

顔教室交流会 

 

21 22 23 24 25 26 27 
春分の日 

◆家庭の日 

振替休日 

 

★母子相談 

★元気な足

腰講座（中公） 

★各小学校

卒業式 

★きゅら島

スクール（夜

間）母子センター

★各学校修

了式 

★きゅら島

スクール（歩

コース）中公 

 

28 29 30 31 1 2 3 

 

★きゅら島

スクール（1年

継続コース）中公 

★母子相談 

★元気な足

腰講座（中公） 

  

○きゅら島スクール、母子相談、元気な足腰講座、遊びの広場、乳幼児健診、遊びの広場 

男の料理教室、でぃ～うもろー会交流会、元気な足腰講座交流会の問合せは保健福祉課へ 

○地産地消朝市の問合せは、農林課へ 

○青少年育成の日、家庭の日、卒業式、修了式の問合せは、教育委員会へ 

○ＬＣ杯小学生バレー大会は、古仁屋バレーボール少年団へ問合せください。 

※ ご存知ですか？ 社会には様々な人権問題があることを！ 
人権について勉強してみよう！ 今月の四字熟語    「可惜身命」 

意味は、身体や生命を尊び大切にすること （仏教の言葉「不惜身命」の対語） 
 人の命に軽重はなく、みな尊いものです。子どもたち一人ひとりが尊重され、個性を 
自由に伸ばすことのできる環境づくりが大切です。 



広報せとうち(２２)     ３月６・７日（土・日） ＬＣ杯小学生バレー大会        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 1 月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略） 
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渡 

連 

久
保
タ
ツ
ミ 
８７ 

請
阿
室 

藤
岡 

チ
ヱ 

９２ 
秋 

徳 

三
浦 

勝
也 

６０ 

古
仁
屋 

緑 
 

原
寛 

８６ 

阿
木
名 

今
井 

三
郎 

８８ 

手 

安 

森 
 

猛
敏 

８６ 

古
仁
屋 

茂
野
え
か
子 

５７ 

西
阿
室 

屋
田 

喜
郎 

５６ 

龍
郷
町 

菊
川 

秀
子 

９０ 

愛
媛
県 

 

香
典
返
し(

社
協
へ)

１
月
分 

（
遺
族
） 

（
故
人
）(

住
所)  

宮
内 

貞
代 

久
保
タ
ツ
ミ 

瀬
久
井
西 

今
井 

敬
子 

三

郎 

手 

安 

茂
村 

利
隆 

正
次
郎 

埼
玉
県 

程 
 

豊
治 

弘

子 

高 

丘 

森 
 

浩
有 

猛

敏 

高 

丘 

三
浦
八
重
子 

勝

也 

高 

丘 

 

一
般
寄
付
金
と
し
て
社
協
へ 

（
氏 

名
） 
 

（
住
所
） 

昭
和
３６
年
生
同
窓
会 

合
計 

金
１
１
５
，
０
０
０
円
也 

 

広
報
紙
郵
送
料 

 

 

（
氏
名
） 

 
 

 
 
 
(

住
所)  

加
藤 

実
俊 

一
万
円 

尼
崎
市 

              

   

も
う
一
度
、
「納
付
案
内
書
」の
確
認
を
！ 

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
い
と
、
将
来
も
ら
う
老
齢
基
礎
年 

金
の
額
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
年
金
を
も
ら
う
権
利
そ

の
も
の
が
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
保
険
料
の
未
納
や
納
付
の
遅
れ
が
あ
る

と
、
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

半
額
免
除
等
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
も
、
半
額
等
の
保
険

料
を
納
め
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
納
付
書
を

確
認
し
て
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
・
郵

便
局
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
再
発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

そ
の
時
々
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
！ 

 

春
は
、
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
で
あ
わ
た
だ
し
い
季
節
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。 

①
六
十
歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き 

（
扶 

 

養
し
て
い
る
配
偶
者
が
い
る
人
は
合
わ
せ
て
届
出
が
必
要
） 

②
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き 

③
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き 

お
問
い
合
せ
先 

 

奄
美
大
島
年
金
事
務
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

℡ 

０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
４
１ 

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

海 美 や 
☆ お子様のご卒業・ご入学等のお刺

身の盛り合わせお任せください。 
☆ お祝い事・法事・各種行事集会等

のお刺身の盛り合わせ・姿造りの
ご予約承ります。 

海美や 
代表 久保 毅 
電話 ７２－５７７７ 



広報せとうち（２３）    消費者ホットライン    ０５７０－０６４－３７０ 

～
赤
井
忠
憲
氏
が
受
賞
～ 

 

１
月
１４
日
、
役
場
応
接
室
で

赤
井
忠
憲
氏
が
受
賞
さ
れ
た
旭

日
双
光
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
赤
井
氏
は
、
町
議
と

し
て
、
７
期
２８
年
間
、
地
方
自

治
振
興
に
尽
力
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

赤
井
氏
は
、「
幸
せ
に
生
き
ら

れ
る
町
づ
く
り
を
理
念
に
町
政

に
参
与
し
た
。
そ
の
間
、
農
業

の
振
興
に
力
を
注
い
だ
。
大
過

な
く
職
責
を
遂
行
で
き
た
の
は
、

同
僚
議
員
、
町
民
皆
様
、
家
族

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
感
謝
に
堪
え
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

      

 

～
琉
球
弧
芸
能
祭
で
上
演
～ 

１
月
２３
日
、
奄
美
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第
７
回

琉
球
弧
芸
能
祭
」
で
、
油
井
豊

年
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
芸
能

祭
は
、
２
時
間
半
に
わ
た
り
、

奄
美
大
島
と
沖
縄
の
伝
統
芸
能

を
上
演
。
舞
台
は
３
部
構
成
で

行
わ
れ
、
第
１
部
で
、
先
陣
を

き
っ
た
、「
油
井
豊
年
踊
り
」
の

ほ
か
に
、
島
唄
や
琉
舞
、
沖
縄

の「
組
踊
」な
ど
が
上
演
さ
れ
、

観
客
に
時
間
を
感
じ
さ
せ
な
い

魅
惑
の
公
演
と
な
り
ま
し
た
。 

～
寅
年
生
ま
れ
郷
里
へ
感
謝
の
気
持
ち
～ 

１
月
２
日
、
昭
和
３７
年
生
全

国
同
窓
会
・
「
４９
の
年
祝
」
が

古
仁
屋
で
行
わ
れ
、
全
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
約
１
８
０
名
の

同
窓
生
た
ち
は
、
実
行
委
員
会

が
企
画
し
た
観
光
ツ
ア
ー
の
後
、

祝
賀
会
を
催
し
、
旧
交
を
暖
め

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
の
一
部
に
は
、

寄
付
金
で
購
入
し
町
へ
寄
贈
さ

れ
た
、
ラ
ジ
オ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

付
太
陽
電
池
時
計
の
除
幕
式
が

あ
り
、
壊
れ
て
取
り
外
さ
れ
て

以
降
、
利
用
者
に
不
便
を
か
け

て
い
た
清
水
競
技
場
の
時
計
が
、

新
に
時
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。 

        

～

本

町

を

参

考

に

～ 

１
月
２７
日
、
長
野
県
佐
久
市

の
市
議
会
議
員
１０
名
が
行
政

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
佐
久
市

は
人
口
約
１０
万
人
、
長
野
県
と

群
馬
県
の
県
境
に
位
置
し
、
臼

田
宇
宙
空
間
観
測
所
が
あ
る
た

め
、
天
文
フ
ァ
ン
の
聖
地
の
一

つ
と
し
て
有
名
で
、
一
番
海
か

ら
遠
い
地
点
が
あ
る
と
い
う
珍

し
い
日
本
一
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
佐
久
市
に
、
近
年
松
く

い
虫
の
被
害
が
出
始
め
た
為
、

被
害
対
策
の
一
環
と
し
て
本
町

へ
視
察
を
行
う
こ
と
に
成
り
ま

し
た
。 

        

～
自
己
検
診
の
奨
励
～ 

 

２
月
６
日
、
町
中
央
公
民
館

で
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ｉ
ｎ
奄
美
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
運
動
は
、
乳
が
ん
で
若
く

し
て
亡
く
な
っ
た
女
性
の
母
親

が
、
残
さ
れ
た
家
族
と
一
緒
に

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
を
作
っ
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

講
師
の
相
良
先
生
は
、
日
本
人

女
性
が
か
か
り
や
す
い
ガ
ン
に

「
乳
が
ん
」
を
あ
げ
、「
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
よ
っ
て
、
乳

が
ん
死
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
。

毎
月
の
自
己
検
診
と
定
期
的
な

乳
が
ん
検
診
を
。」と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

油

井

豊

年

踊

り

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

旭

日

双

光

章

受

賞

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

佐

久

市

議

会

行

政

視

察

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ｉ
ｎ
奄
美 

 

チ

 

全

国

同

窓

会

記

念

事

業

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

Ｈ２１年油井豊年踊り・資料 

受賞した赤井氏と関係者 

佐久市議会議員一同 

参加者と関係者一同 

寄 贈 さ れ た 時 計 



３月６・７日（土・日）ＬＣ杯小学生バレー大会 広報せとうち（２４） 

～
瀬

久

井

の

強

さ

の

秘

密

は

～ 

１
月
４
日
に
行
わ
れ
た
駅

伝
大
会
は
、
瀬
久
井
東
・
清

水
チ
ー
ム
の
優
勝
で
し
た
が
、

３４
回
開
催
し
た
中
で
、
１８

回
優
勝
し
て
い
る「
瀬
久
井
」

チ
ー
ム
の
強
さ
の
秘
密
は
何

な
の
か
、
不
思
議
に
思
い
大

会
終
了
後
、
瀬
久
井
東
・
清

水
チ
ー
ム
を
訪
ね
て
み
る
と

そ
こ
に
は
、
温
か
い
「
ぜ
ん

ざ
い
」
を
食
べ
る
瀬
久
井
西

チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
居
ま

し
た
。
チ
ー
ム
は
分
か
れ
て

も
「
瀬
久
井
」
の
仲
間
と
し

て
、
練
習
を
行
い
、
そ
し
て

そ
れ
を
支
え
る
女
性
陣
の
協

力
が
あ
り
ま
し
た
。 

      

～
小
学
校
時
代
の
最
高
の
思
い
出
に
～ 

１
月
２３
日
～
２４
日
、
奄
美

市
名
瀬
運
動
公
園
市
営
球
場

で
、
２
０
１
０
年
度
学
童
軟

式
野
球
（
６
年
生
壮
行
）
大

会
が
行
わ
れ
、
瀬
戸
内
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

６
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
大

会
と
な
る
こ
の
大
会
に
は
、

２０
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

予
選
で
は
、
１
日
３
試
合
を

戦
い
抜
き
、
決
勝
へ
と
駒
を

進
め
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、

先
制
、
駄
目
押
し
と
着
実
に

点
を
取
り
、
優
勝
を
手
に
し

ま
し
た
。 

  

  
貯水タンク 清掃前 完了 

   

※水道法で年１回の清掃が義務付けられています。 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  （７２）－１２２８ 

地地デデジジ瀬瀬戸戸内内局局放放送送開開始始ししててまますす。。  
地デジもケーブルテレビで見られます。 
 地デジのことなら 

瀬戸内ケーブルテレビ㈱ 
古仁屋船津 1-1 ℡ ７２－４３４１   

データ放送で 

欲しい情報が 

すぐ見られる！ 

編 集 後 記 
 今年の駅伝大会には 14 チームが参加
しましたが、多くのチームで編成に苦労

したようです。年齢別、男女別と出場で
きる選手が決まっている上に走ること
が好きな人も限定されているからでし
ょうか？当日は表にでず、編成にあたる
体育指導委員他関係者の努力があり、大
会が開かれていることに気づきました。 

送送別別会会・・歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  

☆ 送別会予約承ります 

料金はご予算に応じます 

★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人） 

（1名様より8名様まで利用可能・1組限定） 

5名から15名の各種宴会（1組限定） 

問い合わせ・予約は下記までお願いします 

郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日  ℡ 72-2276  fax 72-1708  
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優

勝

・

そ

の

後

に

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

瀬
戸
内
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
優
勝 

優勝したファイターズ 

 

 

卒業、入学、退職、就職と心はずむ季節到来！！ 

「花・コラージュ」では花束、葬儀用生花 

アレンジ、かわいいプリザーブドフラワー 

会場の生け花等受け承っています。 

古仁屋春日 レストラン・キャビンうしろ 

代表  ℡ ７２－０５２７ 

春の香 届けませんか 

瀬久井チームの選手達 


